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30代 建 築 家 の 都 市 イ メ
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ユニット派と称される一群の建築家たちがいる。個人で設計するかたわら、状況やプロジェクトによつては、

ユニットを組み共同で設計を行う。彼らの多くは1960年代以降に生まれた若い建築家たちだ。

彼らの共通点は「作家主義への疑間」「形態にこだわらない」「空間性よりも状況を重視する」「結果よリプロセスを大切にする」など。

その姿勢は、先行世代とは大きく異なる。建築同様に、ユニット派の都市観もそれまでのものと大きなちがいを示している。

単に近代的都市計画を批判するだけではなく、彼らは日常的な状況に徹底的にこだわりながら、都市のボイドを注視し、都市のしくみを

ズラし、都市そのものを読み替える。それは、われわれが無意識に持つ「都市のイメージ」それ自体にゆさぶりをかけるものだ。

30代建築家が描く都市のイメージから、21世紀の都市の行方を考える。
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